




































































Determinants of Nursery School Teachers’ Self-Efficacy











































校教員（Abrahams, Casey, & Daro, 1992；小林・小池，
2003；Webster, O’Toole, O’Toole, & Lucal, 2005）， 警





















































































































































































6 54 133 185 18
（1.52） （13.64） （33.59） （46.71） （4.55）
２　園には，保育士が児童虐待を早期に発見するためのマニュアルが備
わっている
33 121 152 70 19
（8.35） （30.63） （38.48） （17.72） （4.81）
３　保育士全員が，虐待の早期発見のために気をつけなければならない
子どもや親のサインや特徴を十分に理解している
8 54 176 147 12




17 45 109 156 70




15 41 110 165 65




31 114 178 62 11




58 126 128 68 17
（14.61） （31.74） （32.24） （17.13） （4.28）
８　虐待の疑われる子どもを専門機関に通告する際に，どのような情報
を集めておけばよいのかを記したマニュアルが園に備わっている
57 134 134 60 9
（14.47） （34.01） （34.01） （15.23） （2.28）
９　虐待かどうか疑わしい子どもであっても，専門機関に連絡するよう
な体制が園にある
43 110 145 84 15




30 90 136 122 18
（7.58） （22.73） （34.34） （30.81） （4.55）
11　園は，専門機関から在籍する園児に対しての虐待調査の依頼が来て
も十分に対応できる体制にある
16 67 184 108 22




18 77 154 116 31
（4.54） （19.44） （38.89） （29.29） （7.83）
13　園は，親や地域に対して，子育てや発達に関する講演会，講習会を
定期的に開いている
33 78 130 121 33
（8.35） （19.75） （32.91） （30.63） （8.35）
14　保育士全員に，日頃から親に声かけをして積極的に話しかけるとい
う意識がある
1 9 54 238 92
（0.25） （2.28） （13.70） （60.41） （23.35）
15　保育士全員が，親との信頼関係作りや相談の応じ方についての研修
を十分に受けている
5 48 195 121 24
（1.27） （12.21） （49.62） （30.79） （6.11）
16　園は親に対して，日頃から保育方針や保育内容を伝えるような努力
を行っている
5 13 114 225 38
（1.27） （3.29） （28.86） （56.96） （9.62）
17　園は，親に対して，子ども理解のための知識や技術（外部の相談・
専門機関の情報も含む）を知らせる努力を行っている
7 32 166 172 19
（1.77） （8.08） （41.92） （43.43） （4.80）
18　園は，園の中で生じた問題，子どもや親のことを話し合う会議や事
例検討会を定期的に開いている
17 45 113 157 63
（4.30） （11.39） （28.61） （39.75） （15.95）
19　園内での会議や事例検討会では，保育士の経験年数に関係なく誰で
もが自由に意見を述べることができる
8 26 87 205 68
































































































































尺度 平均（SD） 1． 2． 3． 4． 5． 6． 7． 8． 9． 10． 11． 12．
１．自己効力感 40.56（6.80）
２．環境ストレッサー仕事 3.81（0.84） -.132 **
３．環境ストレッサー上司 2.98（0.94） -.183 *** .329 ***
４．環境ストレッサー親 2.69（0.62） -.151 ** .332 *** .458 ***
５．発見体制 3.15（0.67） .424 *** -.078 -.157 ** -.190 ***
６．園内報告体制 3.56（0.94） .335 *** -.072 -.171 *** -.234 *** .509 ***
７．通告体制 2.70（0.80） .471 *** -.132 ** -.205 *** -.149 ** .643 *** .560 ***
８．連携体制 3.08（0.83） .394 *** -.078 -.195 *** -.130 ** .486 *** .433 *** .637 ***
９．親子ケア体制 3.50（0.61） .379 *** -.048 -.325 *** -.210 *** .393 *** .468 *** .481 *** .431 ***
10．呼応性不安 2.55（0.64） -.284 *** .142 ** .161 ** .113 * -.214 *** -.095 † -.283 *** -.229 *** -.249 ***
11．専門性不安 2.70（0.64） -.246 *** .068 .240 *** .213 *** -.160 ** -.149 ** -.246 *** -.184 *** -.262 *** .574 ***
12．予期不安 3.02（0.69） -.333 *** .141 ** .156 ** .090 † -.203 *** -.193 *** -.269 *** -.194 *** -.179 *** .189 *** .268 ***
13．知識 4.88（1.15） .064 .050 -.064 .044 .024 -.055 .014 .044 .043 -.019 -.002 .015
 † p<.10   *p<.05   **p<.01　***p<.001
表４．虐待対応の程度別の保育士の人数
直接経験（％） 間接経験（％）直接／間接経験（％）
通告 51（12.85） 71（17.88） 100（25.19）
未通告 100（25.19） 149（37.53） 164（41.31）
在籍なし 195（49.12） 128（32.24） 112（28.21）
無回答 51（12.85） 49（12.34） 21（　5.29）
表５．直接・間接経験ごとの発見・通告人数と通告率
直接経験 間接経験
人数 発見 通告 発見 通告
１人 83 40 100 44
２人 47 10 64 17
３人 12 1 26 7
４人 2 0 8 2
５人 5 0 9 0
６人以上 16 0 96 1




















　 適 合 度 指 標 は，x2（63）=111.34，GFI=.861，





































変数 通告群 未通告群 在籍なし群 F
環境ストレッサー仕事 3.83（0.87）a 3.91（0.81）a 3.63（0.84）b 3.69 *
環境ストレッサー上司 2.84（0.88）b 3.13（1.00）a 2.93（0.87）b 3.34 *
環境ストレッサー親 3.24（0.75）ab 3.34（0.72）a 3.09（0.65）b 4.27 *
発見体制 3.32（0.63）a 3.04（0.69）b 3.10（0.65）b 5.61 **
園内報告体制 3.65（0.88） 3.45（1.01） 3.54（0.87） 1.56 ns
通告体制 3.01（0.79）a 2.48（0.77）c 2.69（0.77）b 14.23 ***
連携体制 3.35（0.86）a 2.94（0.80）b 2.99（0.76）b 8.58 ***
親子ケア体制 3.56（0.59） 3.43（0.64） 3.52（0.55） 1.64 ns
呼応性不安 3.49（0.60）b 3.32（0.67）b 3.59（0.58）a 6.30 **
専門性不安 3.37（0.64）a 3.20（0.64）b 3.41（0.58）a 4.53 *
予期不安 2.82（0.69）b 3.15（0.70）a 2.95（0.60）b 8.39 ***
発見効力 2.81（0.54）a 2.47（0.57）b 2.43（0.58）b 14.71 ***
園内報告効力 4.07（0.56） 3.91（0.64） 3.98（0.62） 1.85 ns
通告効力 3.02（0.66）a 2.59（0.72）b 2.71（0.66）b 12.15 ***
連携効力 3.31（0.68）a 2.78（0.77）c 2.98（0.77）b 15.15 ***
親子ケア効力 2.93（0.52）a 2.59（0.62）b 2.71（0.59）b 10.98 ***
知識 5.17（1.21）a 4.91（1.01）b 4.59（1.21）c 7.07 **
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